
 

 

★運動会の参観ありがとうございました。 

たくさんの参観、たくさんの応援、声援、拍手をありがと

うございました。そして,テント等の後片付けのご支援ま

で、誠にありがとうございました。 

★出前授業 

○ヤクルト｢おなか元気教室｣ 1,2,３年 

11 月１5 日(金) １３：５５～１４：５０ 多目的ホール 

○｢人権教室｣４年 

11 月 19 日(火) １３：５５～１４：３５  ４－１教室 

○野村證券｢野村まなぼう教室｣5,6 年 

11 月 22 日(金) １３：５５～１４：３５  多目的ホール 

★秋の全校遠足 11 月１日(金) 

10／24 に学校から発行の｢秋の遠足のお知らせとお願い｣のプ

リントや、各学級通信をよく見られて、準備をよろしくお願いし

ます。 

★11 月から冬服 

明日 11 月１日(金)からは全員が冬服となります。 

冬服を正しく着用して登校できるよう、お家でも確認をくれぐ

れもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 行 事 予 定 12 月 行 事 予 定

１ 金 全校遠足（お弁当の日） １ 日  

２ 土 休日 ２ 月 個人懇談 1～５年 

３ 日 文化の日 ３ 火  

４ 月 振替休日、本校入学試験 ４ 水  

５ 火  ５ 木  

６ 水  ６ 金  

７ 木  ７ 土 本校合格者説明会 

８ 金  ８ 日  

９ 土  ９ 月 委員会活動 

10 日  10 火 お弁当の日 

11 月 委員会活動、  個人懇談 6 年 11 水  

12 火 芸術鑑賞会 12 木  

13 水 歌声集会 13 金  

14 木  14 土 本校年中向け入試体験会 

15 金 ヤクルト出前授業 1・2・3 年 15 日  

16 土 クラブ活動 16 月  

17 日  17 火  

18 月  18 水  

19 火 歌声集会、人権教室 4年 19 木  

20 水  20 金  

21 木  21 土 クラブ活動 

22 金 野村証券出前授業 5・6 年 22 日  

23 土 勤労感謝の日 23 月 大掃除 

24 日  24 火 全校朝会 

25 月  25 水  

26 火 歌声集会 26 木  

27 水  27 金  

28 木  28 土  

29 金  29 日 年末休日 

30 土 音楽発表会 30 月 年末休日 

- - - 31 火 年末休日 

 

最大の勝利とは・・・ 

 

10 月配信→「2 学期 始業式」「雨のふれあいタイム」「2 年算数 三角や四角のとくちょうを調べよう」「6 年 最後の実力テスト、教

室掲示紹介」「10 月 公開授業」「5 年理科 流れる水のはたらき」「朝のあいさつ、上手にできるかな？」「おいしい！楽しい！縦割り

ランチ」「3 年 社会科見学 消防署見学」「1 年国語 くじらぐも」「3、4 年 運動会練習（表現）」「赤組白組 結団式」「全体種目練習」

「4 年国語 ごんぎつね」「入場行進練習」「1 年 外でもやってみたよ！くじらぐも」「開会式・閉会式練習」「4 年 運動会練習（競争

遊戯）」「1 年生活科 秋を見つけよう（どんぐり拾い）」「5・6 年運動会練習（表現・競争遊戯）」「3 年音楽 音楽発表 

会に向けて」「1・２年 運動会練習（表現）」「仕上がってきました！応援合戦」「2024 運動会」「3 年、5 年  

運動会の振り返り」等々             まだ視聴されてない方は本校 HP へ Go(^^♪ 

10 月 公開授業 

2024 運動会 

おいしい！楽しい！縦割りランチ 

雨のふれあいタイム 

麻生学園小学校に４月に赴任し、お世話になって半年が過ぎました。この間、人懐っこく、伸び伸びとした子どもらしい言動

の様子や進んで礼儀正しく気持ちの良い挨拶ができる子どもの姿、縦割りでの掃除や集会において上級生が下級生に親身

になって優しく接し、下級生は上級生を慕い、安心して関わる異学年どうしのつながる姿など、子どもたちの健やかな成長を

実感する微笑ましい場面にたくさん出会うことができています。これは、麻生学園小学校で積み上げてきた「至心」の教育の

成果であるとともに、保護者の皆様がお子様を深い愛情で大切に育まれてきたことによる賜物だと思います。 

また、先日の運動会においては、精一杯はつらつと演技する子どもたち一人一人の姿や、緊張しながらも、自分の役割を一

生懸命果たす上学年の子どもの真摯な姿、赤組、白組の６年生の各団長をはじめとする４、５、６年生の応援団を中心に、赤組

も白組も一つにまとまって勝利をめざし、応援合戦をしたり、他学年の演技に声援を送ったりする姿に心動かされました。今後

の学校生活においても、子どもたちがもてる力を発揮しながら伸びていってくれることを期待できる一日でした。 

さて、私が昨年度までの学級担任時代そして管理職になってからも、卒業生に贈ってきた言葉の一つに次の言葉がありま

す。それは、「自分にうち勝つことは、勝利のうちの最大のものである。」というプラトン（ギリシャの哲学者）の言葉です。これ

は、前途洋々、未知なる可能性に満ちあふれ、小学校を巣立ち、中学校へと進学する子どもたちが、自分の夢や希望を実現す

るために大切な考え方を表した言葉だと思うからです。 

この言葉をもとに、中学受験をめざす子どもたちの学習への向き合い方について考えてみたいと思います。日常の家庭生

活において、子どもたちの身の回りには、宿題やお手伝いなどやるべきことがあっても、ゲームをしたい、ユーチューブを見た

い、漫画を読みたいといった好きなことをしたい、楽をしたい、休みたい等自身の欲求や弱さを刺激する誘惑がたくさんです。

例えば、国語科の宿題で漢字や熟語の書き取りのプリントが出たとします。未習でわからない、あるいは既習内容だけれども

忘れてしまった問題に出合った時、子どもたちはどうするでしょうか？宿題はテストではありません。宿題に取り組むことにより、

自分の力を一層確かなものにしたり、高めたりすることができます。まずは、自力で取り組んだ後、わからない問題や、学習した

記憶はあるけれど忘れてしまった語句については、国語辞典や漢字辞典等で調べ、解答にたどり着く活動が大切です。そうす

れば、解答できない問題はそう多くないはずです。そのような問題が数題であれば、後日配付される解答を見ながら答え合わ

せをし、書き直して、わからなかった、あるいは忘れていた漢字や熟語を思い出したり、確かめたりして覚えてもそう問題はない

でしょう（もちろん、わからない問題が一題であっても、自分なりに調べて答えを見つける姿勢は大切です）。しかし、それ以上

に解答で埋められない箇所があれば、危機感をもち、自分で調べる努力をする習慣を身につけるよう指導しています。それを

日々やるか、やらないかで、国語科として身につけるべき最重要な力の一つである語彙力の差は歴然です。もちろん、時間は

限られているので、健康第一に睡眠時間や必要な生活時間を確保した上で、学校の他の教科の宿題、塾や習い事に通って

いる子どもたちは、塾の宿題や習い事の練習等他にしなければならないことがあります。したいことの中から、自分なりに行動

の優先順位を考え、行動しなければならず、そこには保護者の皆様のご支援、ご指導が不可欠なことは言うまでもありません。 

自分に打ち勝つためには、子どもたち自身が自分の良さ、課題とともに、感情の傾向、行動パターンを知り、欲求や誘惑に

負けそうになった時に、それを克服するための対応を工夫し、積み重ねていくことができるようにすることが大切です。自分の

弱さに向き合って、相応の努力を継続し、乗り越えることはそう簡単ではありません。子どもたちが、何のためにという目的意識

をもち、自らの学力向上を図ることができる主体性、自律性を身につけ、高めるために、適切な支援、指導に今後も尽力してま

いりたいと思います。 
 


